
市民団体「ちば文化センター」が参加しているイベント
のブースへお持ちいただければ、その場で写真のコピー
を撮らせていただきます。（当方でお預かりはいたしま
せん。そのままお持ち帰りいただけます）

最新の参加イベント情報は、下記の『ホームページ』を
ご確認ください。（ＱＲコードからアクセスできます）

現在、博物館や市役所に残されている「こじま」の写真
記録は驚くほど少ないので、みなさまのご家庭に眠って
いるアルバムから「こじま」の写真をコピーさせていた
だき、保存したいと思います。

ご提供いただいた画像は「こじま」の普及活動に関する
出版物およびＷＥＢへの掲載や、イベント等で画像資料
として活用させていただきます。

下記の『お問い合わせ』メールアドレス宛てに、
写真データを添付してお送りください。

ホームページ：https://chibaminato.jp/ccc

お問い合わせ：ccc@chibaminato.jp

『こじまプロジェクト』は、千葉市内の有志が集まった
市民団体「ちば文化センター」が実施しています。

『こじまプロジェクト』では、かつて埋立地のシンボル
であった「こじま」の姿を、写真記録の発掘と保存によ
り後世へ残すと共に、模型やヴァーチャル・リアリティ
等の最新技術で正確に再現し、２１世紀の視点で改めて
「こじま」の存在意義を問い直す活動を展開します。

海防艦として生まれ、激動の昭和を生き抜き、最終的に
教育施設として埋立地の発展を見守り続けた「こじま」
の航跡を、様々な視点や角度から検証し、保存すること
によって、埋立地の新たなる文化創造を目指します。

想い出のシンボル！

美浜区の「高洲スポーツセンター」が

建つ場所には、かつて全長約８０ｍも

ある本物の船を公民館として活用した

「千葉市海洋公民館こじま」という

大変ユニークな教育施設があり、

埋立地の発展を見守るシンボルとして

近隣の住民から愛されていました。

「千葉市海洋公民館こじま」が解体されてから２０年
以上の月日が流れ、「こじま」の記憶も地域の人々から
徐々に忘れられつつあります。

「ちば文化センター」では千葉市の歴史や魅力を様々な
視点で掘り起こしながら、未来へ向けた新たな文化を創
る活動を行なっています。

CG制作：マイロン



海上保安庁を退役した「こじま」は、埋立てにより海を失った子ども達のために、
海の記憶を伝え、海洋教育の拠点とするべく、全国初の「海洋公民館」として開館。
以来、２７年間にわたり活発に教育活動を展開しました。
現在では「千葉市こじま公園」として、その名を残しています。

「こじま」は１９４５年３月２０日に、長崎県の佐世保海軍工廠で、
海防艦（敵の潜水艦や航空機から味方の輸送船を守る船）「志賀」として誕生しました。

戦時中は主に朝鮮半島から日本海周辺で活動し、数度にわたり敵潜水艦や航空機と戦火を交え、
敵潜水艦１隻の撃沈と、航空機２機の撃墜を報告しています。

終戦後、武装を撤去して、機雷の除去や
朝鮮半島からの復員輸送に活躍しました。

釜山～博多間を結ぶ米軍用の連絡船として使用するため
甲板上に船室を増設して、人員輸送に適した船型
に大改造されました。

「こじま」と改名し、海上保安大学の練習船
として、遠くハワイやアメリカの西海岸
まで遠洋航海を行い、海の安全を
守る任務に従事しました。

「こじま」が広島県の呉から千葉に回航されてきた時、周囲にはまだ遠浅の海が広がっていました。
しかし、１９６９年から始まった本格的な埋立て工事により「こじま」は取り残され、
写真のように住宅街の中に船が浮かんでいるという、ユニークな状態になりました。

団地のなかに浮かぶ元軍艦 ！？
ラジオゾンデなどの観測機器を積み込み、太平洋上での
気象観測任務に就きました。

１９９８年１月

老朽化による

解体撤去

１ ９ ６ ５ 年 ８ 月 ～ ９ 月

呉市との招致争いの末、
千葉市が払い下げを受け、
呉港から稲毛海岸へ回航

１ ９ ９ ３ 年 ４ 月

建築基準法および
消防法に適合せず

公 民 館 休 館１９９７年３月

公民館閉館

現 在 の こ じ ま 公 園
( 高 洲 ス ポ ー ツ セ ン タ ー )




